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近年、心肺体力や筋力などの健康関連体力が、メタボリックシンドローム（Metabolic 
syndrome: MeS）の予防において重要な役割を果たすことが国際的に広く認識されつつある。
一方、胎児期の栄養状態の間接的な指標である出生時体重（Birth weight: BW）が軽いヒト
では、成人期にインスリン抵抗性が高く、MeSを発症しやすいことが地域や人種を超えて多
数報告されている。しかし、そうしたメタボリックリスクにBWの及ぼす影響が、健康関連
体力によってどの様に修正されるのかは、ほとんど明らかにされていない。BWが年々低下
傾向にある我が国において、BWが将来のメタボリックリスクに及ぼす影響を相殺すること
ができる要因を解明することは、重要な課題である。そこで本論文では、健康関連体力に
焦点をあて、どの様な体力要素が日本人のメタボリックリスクと関連が深いかを明らかに
した上で（研究課題1）、成人期のメタボリックリスクにBWと現在の体力がどの様に関連し
ているのかを明らかにした（研究課題2）。 
研究課題 1：日本人のメタボリックリスクと心肺体力および筋力との関係（予備検討） 
日本人において、どの様な体力要素がメタボリックリスクと関連が深いかを検証するこ
とを目的として、20～69 歳の男性 110 人および女性 110 人の心肺体力（最大酸素摂取量）、
筋力（握力）、MeS 危険因子の集積の指標である MeS スコアを評価した。体力と MeS スコ
アとの関係を検討した結果、MeS スコアは、男女とも心肺体力が高いほど低くなる傾向が
認められたが（p < 0.01）、筋力との関係は認められなかった。この結果から、日本人のMeS
危険因子の集積には、特に心肺体力が深く関わっており、心肺体力の維持・向上が日本人
の MeSの予防において重要な役割を果たす可能性が示唆された。 
研究課題2：成人期のインスリン抵抗性に及ぼす出生時体重と現在の心肺体力の影響 
BWと成人期のインスリン抵抗性との関係を検討し、その関係が成人の現在の心肺体力に
よってどの様に修正されるかを検討した。20～59歳の男女366人を対象に、母子健康手帳に
記録されているBW、心肺体力（最大酸素摂取量）、インスリン抵抗性（HOMA-IR）を調
査した。重回帰分析の結果、BWが軽いと成人期のインスリン抵抗性が高いことが示された
（p < 0.001）。その関係は、成人期の心肺体力によって相殺されなかったが、インスリン抵
抗性に及ぼす影響度は、BW（β = －0.165）より心肺体力（β = －0.367）が強かった。した
がって、成人期に心肺体力を高く保持することで、BWがインスリン抵抗性に及ぼす影響を
相殺することはできないものの、インスリン抵抗性を大幅に改善できる可能性が示唆され
た。 
以上の結果から、BWよりも現在の心肺体力がより重要なMeS関連因子であると考えられ
た。心肺体力は、日常の身体活動量を反映する。最近の研究では、BWが軽いヒトは将来的
に心肺体力が低いことが報告されている。また、子どもの頃の心肺体力は、成人期に持ち
越される可能性が示唆されている。そこで、心肺体力の決定要因を明らかにすることを目
的として、子どもの心肺体力にBWと現在の身体活動量がどの様に関連しているのかを明ら
かにした（研究課題3）。 
研究課題3：児童期の心肺体力に及ぼす出生時体重と現在の身体活動量の影響 
BWと子ども期の心肺体力との関係を検討し、それが現在の身体活動量によってどのよう
に修正されるかを検討した。小学2～6年生の男女536人を対象として、母子健康手帳に記録
されているBW、心肺体力（20mシャトルランテスト折り返し数）を調査し、質問紙を用い
て中高強度および高強度の身体活動量を評価した。重回帰分析の結果、BWが軽いと児童期
の心肺体力が低いことが示された（p < 0.01）。その関係は、身体活動量によって相殺され
なかったが、心肺体力に及ぼす影響度は、BW（β = 0.094）より、特に高強度で実施された
身体活動量（β = 0.223）が強かった。したがって、児童期に身体活動量を増加させることに
よって、BWが心肺体力に及ぼす影響を相殺することはできないものの、特に高強度の身体
活動を積極的に行うことで、心肺体力が大きく向上する可能性が示唆された。 
研究課題2は、成人の現在の心肺体力は、BWより強いインスリン抵抗性の決定要因であ
ることを、研究課題3は、児童の現在の身体活動量（特に高強度で実施された身体活動量）
は、BWより強い心肺体力の決定要因であることを明らかとした。これらのことから、BW
が将来的な心肺体力やメタボリックリスクに及ぼす悪影響は、個人の現在の身体活動習慣
や体力の向上によって、完全に相殺することではきないが、最小限にできる可能性が示唆
される。 
